
　

久
見
崎
盆
踊
り「
想そ
う

夫ふ

恋れ
ん

」は
、
今
か
ら
４
０
０
年
前

の
慶
長
の
役
の
際
、
軍
港
で
あ
っ
た
久
見
崎
の
港
か
ら

高
麗
へ
出
陣
。
翌
年
、
秀
吉
の
死
を
機
に
終
戦
と
な
り

兵
を
引
き
揚
げ
ま
し
た
が
、
こ
の
戦
い
で
多
く
の
犠
牲

者
が
出
ま
し
た
。
島
津
家
久
の
代
に
、
敵
・
味
方
、
双

方
の
霊
を
慰
め
る
た
め
、
旧
７
月
14
日（
現
在
の
８
月

16
日
）に
地
元
に
残
る
、
夫
な
ど
を
亡
く
し
た
女
性
た

ち
が
踊
っ
た
も
の
が
想
夫
恋
の
基
に
な
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
い
で
た
ち
は
、
高こ
う

祖そ

ず
き
ん
で「
お

も
て（
顔
）」を
包
み
、
男
物
の
紋
付
き
羽
織
、
背
中
に

は
脇
差
し
を
差
し
た
特
異
な
装
束
で
、
物
静
か
な
踊
り

で
す
。
昭
和
46
年
に
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

平
成
13
年
に
は
韓
国
で
舞
台
発
表
も
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
伝
承
行
事
と
し
て
、
五
穀
豊
穣
・
子
孫
繁
栄
を

願
う「
次じ

ろ

じ

ろ

郎
次
郎
踊
り
」が
あ
り
ま
す
。
毎
年
３
月
の
第

一
日
曜
日
に
奉
納
さ
れ
、

「
テ
チ
ョ
・
次じ

郎ろ
う
・
カ
カ
ア
・

牛
」の
配
役
が
あ
り
、
持

ち
回
り
で
踊
り
、
そ
の
内

容
も
途
中
で
ア
ド
リ
ブ
が

入
る
な
ど
面
白
お
か
し
く

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
そ

し
て
最
後
に
踊
り
手
が
紅

白
も
ち
や
お
菓
子
を
ま
い

て
終
了
し
ま
す
。

保存会員による想夫恋の踊りです。
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自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
四
季
折
々
の
動

植
物
と
と
も
に
、
い
に
し
え
か
ら
の
歴

史
と
文
化
を
町
の
所
々
に
感
じ
な
が
ら
、

人
々
が
心
穏
や
か
に
暮
ら
す
滄
浪
地
区

を
紹
介
し
ま
す
。

地区振興生産事業「ラッキ
ョウ栽培｣植え付けの様子
です。気張っていますよ。

川内川が東シナ海へそそ
ぎこむ河口付近の様子を
笠山（通称：塩

しお

ヶ
が

平
ひ ら や ま

山）か
ら見ることができます。

　

わ
た
し
た
ち
の
滄そ

う
ろ
う浪
地
区
は
、
川
内
川
が
東
シ
ナ

海
へ
と
そ
そ
ぐ
河
口
の
左
岸
に
位
置
し
、
山
・
川
・

海
に
囲
ま
れ
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
、
人
口
約
４
５
０

人
、
高
齢
化
率
は
約
36
％
の
小
さ
な
町
で
す
。
小
学

校
の
全
児
童
は
29
人
で
、
地
元
の
児
童
は
12
人
と
少

な
く
、
そ
の
ほ
か
の
17
人
は
地
区
外
か
ら
通
学
す
る

特
認
校
制
度
を
利
用
し
た
児
童
で
す
。

　

さ
て
、
町
名
は「
久ぐ

み見
崎ざ

き

」で
す
が
、
地
区
名
は「
滄

浪
」で
す
。
地
区
名
の
由
来
は
、
明
治
の
こ
ろ
の
小

学
校
教
諭
で
あ
っ
た
大
塚
又
次
郎
が
清
く
流
れ
る
川

内
川
を
見
て「
滄
浪
の
水
清
け
れ
ば
以
っ
て
我
が
纓え

い

を
濯す

す

ぐ
べ
く　

滄
浪
の
水
濁
ら
ば
以
っ
て
我
が
足
を

濯
ぐ
べ
し
」と
い
う
中
国
の
漢
詩
の
一
節
か
ら
名
付

け
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

薩
摩
藩
の
時
代
に
は
藩
船
な
ど
を
造
る「
御お

船ふ
な

手て

」

役
に
樗お

お
て
き木
家け

が
あ
り
、
戦
後
屋
根
裏
か
ら
国
指
定
重

要
文
化
財
と
な
る
造
船
関
係
資
料
が
数
多
く
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
軍
港
、
造
船
基
地
と
い
う
事
も
あ
り
、

全
国
に
90
数
カ
所
あ
っ
た
気
象
観
測
所
で
あ
る「
日ひ

和よ
り
や
ま山
」の
小
高
い
丘
も
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
久

見
崎
入
り
口
に
は
、
市
指
定
天
然
記
念
物
の「
ハ
マ

ボ
ウ
」が
自
生
し
、
毎
年
６
月
中
旬
か
ら
約
１
カ
月

間
、
き
れ
い
な
黄
色
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

企
業
と
し
て
は
、
九
州
電
力
川
内
原
子
力
発
電
所

が
あ
り
、
展
示
館
へ
の
施
設
見
学
に
は
年
間
数
万
人

が
訪
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
場
産
業
と
し
て
久
見
崎
産

業（
株
）が
あ
り
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

清
掃
や
花
苗
の
提
供
、
門
松
の
設
置
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
子

ど
も
会
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
や
、
地
区
イ
ベ
ン
ト
な

ど
へ
多
大
な
支
援
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
チ
リ
メ
ン

漁
も
盛
ん
で
、
質
の
良
い
チ
リ
メ
ン
を
関
西
、
関
東

へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。
川
内
川
河
口
付
近
は
魚
影
に

恵
ま
れ
、
一
年
中
釣
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
県

内
外
か
ら
釣
り
に
来
る
方
も
多
い
で
す
。

　

今
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
中
、
少
し
の
畑
で
す

が
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
栽
培

に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
活
力
あ
る
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
手
探
り
状

態
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
区
民
一
体
と
な
っ
て
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。

〜 

川
内
地
域
滄
浪
地
区
編 

〜

〜 

川
内
地
域
滄
浪
地
区
編 

〜

伝承行事の次郎次郎踊りです。


